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　　　　　　　　　　瀬　戸　だ　よ　り

　　　　　　　　　　　　　　　（3　　月）

　◇3月の瀬戸の天候は非常に悪く，連日悪天つy“きであった．観測の方も

おかげであまりふるは’粥まことに悲憺なものであった．

　◇荒木主任は，京大酒友會館で開かれた研究會と，東亜天文協會観測部會

と，大阪で開かれた臨時縮會御出席のため，5日置山御出蛮，8日餓村された．

　◇22日’F後，氣象槻測を推當される藤野技師が御家族同俘來任された，氏

は叡山の氣象観測所に長くゐられた方であるが，今後多藪の槻測器具をひっ

さげて，黄道光と氣象との蘭係究明のため，御奮團される筈・

　◇下旬やうやく春たけて，野に山に若草萌え，花便りもチラホラと，世は

正に飴蕩の春である．いつ開くとも知れなかった庭先の椿が，純白の花を春

陽に綻せて麗らNかに我が世の春を誇る28日，観測所落成式が，多数の官民

を迎へて，いとも盛大に睾行された．集る者数百，星見山上は人をもつて埋

った．
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　　　　　　　　　　lll本博士の挨拶　（1937年3月28tl）

　日の丸の國旗の下にひるがへる萬國旗は，松の線と相映えて．碧室の下に

　　　　　　　　　　　　　　ノリ　ト
颯爽と翻り，祠喧の讃み上ぐる睨詞いと荘重に，誠に森嚴の極みであった．
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この日山本先生には，南米日食遠征御出蛮前の御多忙もおいといなく早朝幅

山着，親しく開所式にのぞませられた。

　又この帯留に開かれた，第3圓黄道光輝議（別項所載）へ出席の課員諸氏も

財界式に　り席さ才しブヒ．　（ミス生）

× × × × ×

　假観測所の落成と共に，眞に熱心な諸君の來訪を拒むものではないが，斯

内での宿泊及び食事は出來ないことを御承知願ひたい．瀬戸は全村農家であ

るから，折角の御來訪に，これではお互に迷惑するので，観測所の事業とは

別に，村内の有志者の手により，極めて近いところに，略満足すべき設備が

出來る筈であり，多分來る6月末より利用し得るやうになるであらう．

　齪測所への道は，徒歩では備後赤坂騨からが最近であり，幅山騨からの自

動車はかなり近くまで來る．やがて観測所の山の頂まで自動車道がつけられ

る筈（赤坂町には自動車がない）．輻山県iから靹行或は草戸大橋行のバスをと

り，草戸大橋西詰で下車，それより山路をとれば近いが，少しわかりにくV・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（荒木健見）

　陸地測量部2萬5千分の1地形圖から計算した位置は

　　　　　　　東　経　　　　133。20．0！（S時53．3分）

　　　　　　　斗ヒ　　緯　　　　　　　　34027．8！

第3回黄道光會議

　假観測所の落成開所式の好機をとらへて，3月28日午後，幅山市に於て，

第3圃責道光會議が開かれ，薪しい國際観測所の事業を中心として，各自專

門的立揚から，熱心に討論されだことは嬉しい．滲集者は

　瑛瀬永治郎（岐阜縣），佐野英生（幅井縣），宇野良雄（京都府），窪田繁夫

　（岡山縣），淺野英之助（lt雨晒），

　山本教授，荒水健児，藤野充治，本田　實（観測所側）

の9名で議決事項は績々實行される筈である．


